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霞ヶ浦の放射能汚染対策に関する恊働のお願い 

 

 貴大学が霞ヶ浦の放射能汚染対策に関する研究体制を強化される方針と聞き、

５月２２日、7 月 4 日付けで協働をお願いする文書を送らせていただきました。

その後、ご連絡をいただいておりませんので、再度送らせていただきます。  

  

霞ヶ浦は今放射能汚染というこれまでに経験したことの無い難問に直面して

います。２２００平方キロメートルある広大な流域から５６本ある流入河川に

移動した放射性物質が徐々に霞ヶ浦に流れ込み蓄積しつつあります。このよう

な前例のない事態に対処するために、わたしたちは社会の縦割りを越えた多様

な組織や人々の恊働が不可欠であると考えています。 

 この難局を乗り切るためには、多様な分野から英知を結集することが不可欠

であり、新しい発想が求められています。大学や研究機関、企業、住民等が有

する優れた技術を取り入れ、湖への放射性物質の流入阻止や除染等に活かして

いくことが必要です。 

 霞ヶ浦は水道水をはじめ農業用水、工業用水の水源地であり、漁業も営まれ

ています。この霞ヶ浦で放射能汚染が深刻化すれば、社会への影響は計り知れ

ません。わたしたちＮＰＯは、何とかして影響を最小限に食い止めたいという

思いから、様々な組織や団体に恊働を呼びかけ、３月から市民によるモニタリ

ングを霞ヶ浦の全流入河川（１５０ポイント以上で底泥を採取）で実施してき

ました。しかし、市民による取り組みにも限界があることから、大学や研究機

関へモニタリング等への協力を呼びかけてきました。 

 そのような折に、新聞報道をとおして貴大学が霞ヶ浦の流入河川でのモニタ

リング等を流域市民との恊働で実施する計画であることを知り、たいへん心強

く感じているところです。 

 ＮＰＯ法人アサザ基金は、１９９５年から霞ヶ浦再生を目指して、農林水産



業、企業、学校、研究機関、生協、自治会などの多様な主体の恊働によるネッ

トワーク型事業を実施してきました。今回わたしたちは、これまでに築いてき

たネットワークを霞ヶ浦の放射能対策に活かしていきたいと考えています。 

 そこで、専門の研究者を有する貴大学が今回計画を発表された霞ヶ浦流入河

川のモニタリング等の取り組みに、わたしたちも連携・協力をさせて頂くこと

はできないかという思いからこの文書による恊働の要望を致しました。 

 わたしたちの提案について、ご検討いただきますよう宜しくお願い致します。 

  

尚、12 月 8 日に土浦市民会館小ホールにて、市民モニタリング報告会（4 回目）

を開催致します。貴大学からも関係者の方々に是非ご登壇いただきたく、ご検

討いただければ幸いでございます。お忙しいところを恐縮ですが、9 月 30 日ま

でにご回答下さいますよう、お願い申し上げます。 
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